
第１部 総  則 

 

 

 

 

 

 

  

 第１章 総 則 

 第２章 基本方針 



 

 



第１章 総則 

第１節 目的 

 

1 

第１章 総 則 

 

第１節 目 的 
 

本計画は、災害対策基本法第 42 条の規定に基づいて、八重瀬町の防災対策に関し、概ね次

の事項を定め、もって総合的かつ計画的な防災行政の推進を図り、防災の万全を期するもので

ある。 

 

１ 八重瀬町の防災対策に関する指定地方行政機関、県、町、指定公共機関、指定地方公共機

関、公共的団体及びその他防災上重要な施設の管理者の処理すべき事務又は業務の大綱並び

に町民等の責務 

２ 治山、治水、砂防及び海岸保全事業、緊急防災・減災事業、地震防災緊急事業五箇年計画

の推進に係る事業、防災教育及び訓練、災害用食料、物資及び資材の備蓄及び防災施設の整

備その他の災害予防に関する計画 

３ 防災に関する組織、気象警報等の伝達、災害情報等の収集、避難、水防、消防、救助、衛

生、文教及び交通輸送その他の災害応急対策に関する計画 

４ 災害復旧・復興に関する計画 

５ その他の必要な事項 

 

なお、本計画の構成、対象災害は次のとおりである。 

 

■計画の構成・対象災害 

部構成 対象災害 

第１部 総則 

 

本計画の目的、想定する災害、防災関係機関等の役割分担、防災

対策の基本方針及び計画の見直し・推進体制等の基本事項 

第２部 災害予防計画 地震・津波対策及び風水害等対策に関する予防計画 

第３部 災害応急対策

計画 

地震・津波、台風や大雨による洪水・高潮・土砂災害・風害（竜

巻を含む）、大規模火災、林野火災、危険物等災害、不発弾等災

害、道路事故災害、航空機事故災害及び海上災害に関する応急

対策計画 

第４部 災害復旧・復

興計画 

地震・津波対策、台風や大雨による洪水・高潮・土砂災害・風害

（竜巻を含む）、大規模火災、林野火災、危険物等災害、不発弾

等災害、道路事故災害、航空機事故災害及び海上災害に関する

復旧・復興計画 

第５部 南海トラフ地

震防災対策推進計画 

南海トラフ地震に関する地震防災対策の推進計画（南海トラフ

地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法第５条第２

項の規定に基づく） 

参考資料 各部に関係する資料・様式 

参考資料 4-1 八重瀬町防災会議条例 
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第２節 用 語 
 

この計画において、次の各号に掲げる用語の意義はそれぞれ当該各号に定めるところによる。 

 

１ 基 本 法：災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）をいう。 

２ 救 助 法：災害救助法（昭和 22 年法律第 118 号）をいう。 

３ 町 防 災 計 画 ：八重瀬町地域防災計画をいう。 

４ 町 本 部：八重瀬町災害対策本部をいう。 

５ 町 本 部 長：八重瀬町災害対策本部長をいう。 

６ 県 防 災 計 画 ：沖縄県地域防災計画をいう。 

７ 県 本 部：沖縄県災害対策本部をいう。 

８ 県 本 部 長：沖縄県災害対策本部長をいう。 

９ 県 地 方 本 部 ：沖縄県南部地方本部をいう。 

10 県地方本部長 ：沖縄県南部地方本部長をいう。 
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第３節 町の概況 

１ 自然的条件 

(1) 気象 

本町を含む沖縄本島地域は、亜熱帯海洋性気候に属し、年間を通して温暖で四季の変化に

乏しい地域である。 

本町の気候は、年平均気温は23.3度、年間降水量は2161.0㎜、年平均相対湿度は73％とな

っている。（観測地点那覇） 

降雨は、５～６月の梅雨期と台風の多い８月～９月の二つのピークがある。 

また、台風銀座と呼ばれるように沖縄地方には年平均７個の台風が接近し、その強い風と

雨は災害を生じさせる一方、台風による降雨は恵みの雨ともなる。 

(2) 位置及び地形 

本町は、沖縄本島の南端にあり、南は太平洋に面している町である。 

町域は、南北に長く、長堂川、饒波川、報得川、雄樋川の四つの河川が東西に流れ、その

合間に緩やかな丘陵地帯が広がっている。丘陵地帯の大部分はサトウキビ畑で、その畑の中

に小さな集落が点在しており、丘陵地帯の南端部には八重瀬岳がある。 

八重瀬の台地は、琉球石灰岩が残されてできたもので、海抜140～160ｍの高さの平坦な台

地で、そのまわりを断層涯が画し、台地と丘陵地帯を分けている。また、この台地は二つの

断層が走っていることや、断層涯の石灰岩と接する下部の泥岩（クチャ）は急な斜面となる

ことがあり、地滑りを起こしやすい地形として注意を要する。 

本町の最長幅は、東西6.5km、南北9.1kmで、総面積が26.90k㎡の南北に細長い地形をして

いる。そのうち農耕地が大部分で、総面積に占める割合は、畑13.69 k㎡で50.9％、宅地

4.58 k㎡で17.0％、原野3.59 k㎡で13.4％、その他5.03 k㎡で19.0％（平成16年度土地概要

調書）となっている。 

(3) 地質・土壌 

地質は、泥岩（クチャ）を主体とする島尻層群と琉球石灰岩から構成され、土壌は、泥岩

の風化土壌であるジャーガルと琉球石灰岩の風化土壌である島尻マージから成っている。  

ジャーガルは北部一帯に分布し、粘性があり、肥沃で保水性に富む農業生産性の高い土壌

であるが、透水性が悪いため、排水不良になりがちで、乾燥すると固結・亀裂を生じやすい

欠点がある。 

島尻マージの多くは南部一帯に分布し、取り扱いやすい土壌ではあるが、やせていて保水

性に欠けるうえ、層も全体的に薄いため、旱魃の害を受けやすい欠点がある。 

(4) 水 系 

本町には、長堂川、饒波川、報得川、雄樋川の河川が流れ、水系はこの四つの河川を含む

五つの流域から成っている。 

長堂川は、南風原町との境界となって北西方向に流下し、饒波川は南城市から豊見城市に向

けて町内を東から西に流下し、報得川は南城市から糸満市に向けて南西方向へ流れている。 

また、本町南部は雄樋川、白水川の流域となっている。 

以上のように五つの流域に分かれているが、長堂川や饒波川では大雨時に増水・氾濫を起

こすことがあるため、地形改変などの際には注意を要する。 
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■八重瀬町における主な気象要素の平年値（年・月ごとの値） 

要素 

気温 

（℃） 

降水量 

（mm） 

相対湿度 

（％） 

風向・風速 

（m/s） 

日照時間 

（時間） 

平均 最高 最低 合計 平均 平均風速 最多風向 合計 

統計 

期間 

1991 
～   
2020 

1991 
～   
2020 

1991 
～   
2020 

1991 
～   
2020 

1991 
～   
2020 

1991 
～   
2020 

1991 
～   
2020 

1991 
～   
2020 

1 月 17.3 19.8 14.9 101.6 66 5.3 北北東 93.1 

2 月 17.5 20.2 15.1 114.5 69 5.2 北 93.1 

3 月 19.1 21.9 16.7 142.8 71 5.2 北 115.3 

4 月 21.5 24.3 19.1 161.0 75 5.1 東南東 120.9 

5 月 24.2 27.0 22.1 245.3 78 4.8 東 138.2 

6 月 27.2 29.8 25.2 284.4 83 5.5 南南西 159.5 

7 月 29.1 31.9 27.0 188.1 78 5.3 南東 227.0 

8 月 29.0 31.8 26.8 240.0 78 5.2 南東 206.3 

9 月 27.9 30.6 25.8 275.2 75 5.3 東南東 181.3 

10 月 25.5 28.1 23.5 179.2 72 5.5 北北東 163.3 

11 月 22.5 25.0 20.4 119.1 69 5.3 北北東 121.7 

12 月 19.0 21.5 16.8 110.0 67 5.3 北北東 107.4 

年 23.3 26.0 21.1 2161.0 73 5.3 北北東 1727.1 

■八重瀬町における観測史上1～５位の値 

要素名／順位 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 
統計 

期間 

日最低海面 

気圧(hPa) 

936.3 

(1956/ 9/8) 

939.7 

(2007/ 7/13) 

940.0 

(1954/ 8/15) 

940.5 

(1961/10/ 2) 

940.6 

(1930/ 7/17) 

1890/ 7 

2023/ 8 

日降水量(mm) 
468.9 

(1959/10/16) 

427.5 

(2007/ 8/11) 

427.0 

(1906/ 11/12) 

411.5 

(1999/ 9/22) 

351.8 

(1891/ 4/11) 

1890/ 7 

2023/ 8 

日最大 10分

間降水量(mm) 

29.5 

(1979/ 6/11) 

27.5 

(1980/ 4/11) 

26.5 

(1988/ 7/16) 

26.5 

(1981/ 4/19) 

26.0 

(1998/ 2/18) 

1941/ 1 

2023/ 8 

日最大 1時間 

降水量(mm) 

110.5 

(1998/ 7/17) 

102.5 

(1992/10/11) 

95.0 

(1985/ 8/13) 

94.0 

(1986/ 9/24) 

92.6 

(1910/ 8/ 8) 

1900/ 1 

2023/ 8 

月最大 24時

間降水量(mm) 

477.0 

(1999/ 9/22) 

473.2 

(1959/10/16) 

450.7 

(1906/11/12) 

431.0 

(2007/ 8/11)  

410.9 

(1993/ 8/ 2)  

1900/ 1 

2023/ 8 

年降水量の多

い方から(mm) 

3322.0 

(1998) 

3190.9 

(1941) 

3176.2 

(1966) 

3042.0 

(1975) 

2996.5 

(2022) 

1890 年 

2023 年 

日最大風速・

風向(m/s) 

49.5 東北東 

(1949/ 6/20) 

47.0 南西 

(1957/ 9/26) 

46.4 北北東 

(1949/ 7/23) 

45.2 北 

(1959/11/13) 

45.1※ 西北西 

(1948/10/ 4) 

1927/ 5 

2023/ 8 

日最大瞬間 

風速・風向

(m/s) 

73.6 南 

(1956/ 9/ 8) 

61.4 南 

(1957/ 9/26) 

61.2 西北西 

(2012/ 9/29) 

58.9 南南東 

(1999/ 9/22) 

58.2 北 

(1961/10/ 2) 

1953/ 8 

2023/ 8 

※統計を行う対象資料が許容範囲を超えて欠けている（資料不足値）。値そのものを信用することはできず、

通常は上位の統計に用いないが、極値、合計、度数等の統計ではその値以上（以下）であることが確実であ

る、といった性質を利用して統計に利用できる場合がある。 

（沖縄気象台（那覇）での観測値、2023年8月現在） 
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２ 社会的条件 

(1) 人口 

本町の人口は、国勢調査によると平成17年が世帯数7,424戸、人口25,121人（旧町村合計）

であったが、その後確実な増加を続け、令和２年には世帯数10,680戸、人口30,941人となっ

ている。 

(2) 居住状況 

本町の家屋総数は、令和５年1月時点で10,097棟となっており、そのうち木造家屋は1,134

棟（11.23％）、木造以外の家屋（コンクリート等）が8,963（88.77％）となっており、台風

銀座という環境の影響から鉄筋コンクリート造りの家が大部分である（数値は令和５年11月

税務課資料）。 

(3) 交  通 

本町の道路網は、国道507号が那覇市から南風原町を抜けて本町へ向かって南下し、国道

331号が南城市から糸満市へ向かって延びている。また、町の中心部を主要地方道77号線が

南西方向に延びている。 

さらに、国道507号と並行するように、町道西部線が本町北部から南部を縦断し、その他

の町道についても主要幹線を補う道路網となっている。 

しかし、現在、朝夕の通勤ラッシュ時には、志多伯交差点一帯や、志多伯交差点から東風

平交差点間の県道７７号線に交通渋滞がみられることや、今後予想される人口増加を考慮し

て早急な交通対策が必要である。 

(4) 上下水道 

本町の上水道事業は、南部水道企業団によって運営され、給水区域内の全世帯で水道の利

用が可能である。今後も安全で良質な水道水を安定的に供給していくため、水質管理の徹

底、老朽化施設の計画的な更新を進めている。しかし、これらの更新には多額の費用を要す

るため財源の確保が課題である。 

本町の下水道事業は、生活環境の改善と河川等水域の水質保全を目的に、農業集落排水事

業（字後原・字新城）、漁業集落排水事業（字港川・字長毛）が進められている。 

それ以外の集落では、個別浄化槽を利用し、生活排水等の放流水は道路側溝から河川へ排

水されている状況にある。 

(5) 消防・防災体制 

本町では今後、都市化が進むと建物の集積や自動車交通の増大及び人々の生活様式の変化

など、様々な面で規模が拡大し複雑化することが予想される。それとともに災害の規模も大

きく多様化することが懸念される。 

消防体制については、本町及び南城市の２市町で「島尻消防組合消防本部」を結成し、消

防本部（署、八重瀬出張所、佐敷出張所）において、令和５年は消防職員数100人、消防ポ

ンプ車４台、はしご車（15m級）１台、消防タンク車３台、救急車５台、その他10台（指揮

車、救助工作車、水難救助車、資機材運搬車等）で消防及び救急活動が行われている。ま

た、本町には22名の消防団員がおり、消防防災業務の一端を担っている。 
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本町の火災発生状況をみると令和５年は年間で15件発生している。消火対策として本町に

は消防用消火栓は、令和６年３月末時点では186基に増設されており、消防体制のより充実

が図られている。しかし、今後、都市化とともに災害の危険性の拡大が予想されることか

ら、消防職員や消防団員の消防活動の強化、消火施設の整備や近代化、連絡体系の充実を図

る必要がある。 

(6) 医療施設・社会福祉施設 

本町の医療施設としては、令和５年現在、合計21の病院、歯科診療所等があり、医療施設

整備の進行が伺える。 

また、社会福祉施設等としては、老人福祉施設が18施設、児童福祉施設が28施設、障がい

者支援施設が22施設あり、その他社会福祉施設として２施設、地域保健施設として１施設が

設置されている。 

参考資料 2-7 町内医療機関一覧 

参考資料 2-8 社会福祉施設等 

(7) 公用・公共施設等 

本町の教育施設として、こども園４園、小学校４校、中学校２校が立地している。 

こども園は令和５年現在４園あり、約380名が在園している。小学校は東風平、白川、具志

頭、新城小学校の４校があり、約2,790名の児童が在籍している。また、中学校は、東風平、

具志頭中学校の２校があり、約1,230名の生徒が在籍している。その他、県立の高等学校３校、

特別支援学校2校が立地している。 

公共施設としては、中央公民館、具志頭歴史民俗資料館、具志頭農村環境改善センター

（中央公民館具志頭分館）、観光・地域交流宿泊施設「ぷらっとやえせ」、東風平運動公園

(体育館、陸上競技場、野球場等)、八重瀬町スポーツ観光交流施設、具志頭社会体育館等が

ある。各行政区（字・自治会）には自治公民館（集会施設等）があり、多くの町民の集会等

に利用されている。 
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第４節 災害の想定 
 

本計画は、本町の気象、地勢及び地質等の地域特性によって起こる災害を検討した結果、次

に掲げる規模の災害を想定の基本として策定した。 

ただし、平成 23年（2011 年）に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）、明和 8 年

（1771 年）の八重山地震津波（明和大津波）の教訓から、歴史に学ぶ最大クラスの地震・津波

からの避難についても、町内全域で可能な限り対策を講じる必要がある。 

 

１ 風水害 

(1) 台風 

ア 昭和 32年台風第 14号（フェイ） 

襲 来 年 月 日 昭和 32 年 9 月 25、26 日 最 大 風 速 47.0 m/s（那覇） 

最大瞬間風速 61.4m/s（那覇） 降 水 量 
70.7 ㎜ 

（那覇、25 日～26日） 

死傷行方不明者 193 名（沖縄県下） 住宅全半壊 16,091 戸（沖縄県下） 

 

イ 第２宮古島台風（昭和 41年台風第１８号コラ） 

襲 来 年 月 日 昭和 41 年 9 月 5 日 最 大 風 速 60.8m/s（宮古島） 

最大瞬間風速 85.3m/s（宮古島） 降 水 量 297.4 ㎜ 
（宮古島、３～６日） 

死傷行方不明者 41 名（沖縄県下） 住宅全半壊 7,765 戸（沖縄県下） 

 

ウ 平成 15年台風第 14号（マエミー） 

襲 来 年 月 日 平成15年9月10日、11日 最 大 風 速 38.4m/s（宮古島） 

最大瞬間風速 74.1m/s（宮古島） 降 水 量 470.0 ㎜ 

（宮古島、9～12 日）） 

死傷行方不明者 94 名（うち死者１名） 住宅全半壊 102棟（うち全壊19棟） 

 

 (2) 高潮（浸水想定） 

県は、本県に来襲する台風の特徴をもとに、大きな被害をもたらすおそれがある台風の経

路及び中心気圧（最低中心気圧 870hPa）を想定して、波浪と高潮による浸水区域を予測して

いる。調査は平成 18年度に本島沿岸域を対象に実施しており、本町に関係する予測結果の概

要は次のとおりである。 

 

■高潮浸水想定の概要 

対 象 想定台風の経路 浸水予測 

本島沿岸域 ①沖縄本島西側を北上 

②沖縄本島南側を西進 

③沖縄本島東側を北上 

本島南部では海岸に沿って広がっている低

地、本島北部や周辺諸島では海岸や河川に沿

って点在する低地が浸水。 

参考資料 1-3 海岸保全区域 
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■高潮浸水予測図（市町村別 八重瀬町） 
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(3) 土砂災害警戒区域 

本町におけるがけ崩れ、地すべりへの警戒避難等が必要な土砂災害警戒区域は次に示すと

おりである。 

 

■町内の土砂災害警戒区域危険箇所一覧 

種 別 急傾斜地崩壊 

（がけ崩れ） 
土石流 地すべり 合 計 

土砂災害警戒区域 

（令和５年度 沖縄県水防計画） 
2 0 1 3 

土砂災害特別警戒区域 

（令和５年度 沖縄県水防計画） 
1 0 0 1 

参考資料 1-1 急傾斜地崩壊危険箇所 

参考資料 1-2 地すべり危険箇所 

 

２ 地震及び津波の被害想定 

地震防災・減災対策の数値目標の基礎となる大規模地震・津波による物的・人的被害量等に

ついて、「沖縄県地震被害想定調査」（平成 25年度）に基づき、本町に関係する被害予測の概要

を次にまとめる。 

(1) 想定地震 

県が想定した 20 地震のうち、本町において相対的に大きな被害が予測された地震の特徴

は、次に示すとおりである。 

 

■地震・津波被害予測の想定地震一覧 

想定地震 タイプ 
マグニ 

チュード 

最大 

震度 
ゆれ等の特徴 

沖縄本島南部断層系 

地震 

内陸型 7.0 ７ 沖縄本島南部において震度が強い 

沖縄本島南部スラブ内 

地震 

内陸型 7.8 6 強 沖縄本島南～中部において震度が

強い 

沖縄本島南東沖地震※ 海溝型 8.8 6 弱 津波浸水深の最大値を示す 

沖縄本島東方沖地震※ 海溝型 8.8 6 弱 津波浸水深の最大値を示す 

沖縄本島南東沖地震 

３連動※ 

海溝型 9.0 6 強 沖縄本島及び周辺島嶼広域におい

て震度が強い 

※同一地震における地震動と津波両方の被害想定対象として 
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■被害想定対象地震の震源位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 想定地震 
マグニ 

チュード
ゆれ等の特徴（予測最大震度） 備 考 

1 沖縄本島南部断層系 7.0 沖縄本島南部において震度が強い（7） 

前回調
査（平成
21 年度）

より 

2 伊祖断層 6.9 那覇市周辺において震度が強い（7） 

3 石川-具志川断層系 6.9 
沖縄本島中南部において震度が強い

（7） 

4 沖縄本島南部スラブ内 7.8 
沖縄本島南～中部において震度が強

い（6 強） 

5 宮古島断層 7.3 宮古島において震度が強い（7） 

7 八重山諸島南西沖地震 8.7 津波浸水深の最大値を示す（6 弱） 

平成 23・
24 年度
津波被

害想定
調査より 

8 八重山諸島南方沖地震 8.8 津波浸水深の最大値を示す（6 弱） 

9 八重山諸島南東沖地震 8.8 津波浸水深の最大値を示す（6 弱） 

10 沖縄本島南東沖地震 8.8 津波浸水深の最大値を示す（6 弱） 

11 沖縄本島東方沖地震 8.8 津波浸水深の最大値を示す（6 弱） 

12 石垣島南方沖地震 7.8 黒島において震度が強い（6 弱） 

13 石垣島東方沖地震 8.0 石垣島において震度が強い（6 強） 

15 石垣島北方沖地震 8.1 
西表島、多良間島において震度が強
い（6 強） 

18 久米島北方沖地震 8.1 
久米島、粟国島において震度が強い
（6 強） 

19 沖縄本島北西沖地震 8.1 
伊平屋島、伊是名島において震度が
強い（6 弱） 

20 
沖縄本島南東沖地震 
３連動  

9.0 
沖縄本島及び周辺島嶼広域において
震度が強い（6 強） 

21 
八重山諸島南方沖地

震３連動  
9.0 

先島諸島広域において震度が強い（6

強） 

22 沖縄本島北部スラブ内 7.8 
沖縄本島中～北部において震度が強

い（6 強） 平成 25
年度に
新規設

定 

23 宮古島スラブ内 7.8 
宮古島全域、伊良部島において震度
が強い（6 強） 

24 石垣島スラブ内 7.8 
石垣島市街地において震度が強い（6
強） 

6 西田川-セナイ滝 7.0 15「石垣島北方沖地震」で代用 

非選定 

14 与那国島北方沖地震 8.1 
H23・24 津波想定調査において詳細シ

ュミレーションを実施していない 

16 多良間島北方沖地震 8.1 
H23・24 津波想定調査において詳細シ
ュミレーションを実施していない 

17 宮古島北方沖地震 8.1 
H23・24 津波想定調査において詳細シ
ュミレーションを実施していない 

25 
一律地震動における地
震 

6.9 
市町村地震ハザードマップ作成用資料
として 
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(2) 被害想定の概要 

県による被害想定項目のうち、建物被害、人的被害、ライフライン被害、避難者、要配慮

者被害（調査報告書では災害時要援護者被害と記載されている）は、次に示すとおりである。 

被害想定は、季節・時刻について冬・深夜、夏 12時、冬 18時の季節・時刻の３シーン、

それぞれについて風速条件として強風時・平常時の２ケースを設定しているが、ここでは各

シーン・ケースの最大値を記載した。 

 

■町域における地震・津波被害量予測一覧 

被害想定項目 

沖縄本島

南部断層

系地震 

沖縄本島

南部スラ

ブ内地震 

沖縄本島

南東沖 

地震 

沖縄本島

東方沖 

地震 

沖縄本島

南東沖地

震３連動 

建物 

被害 

全壊 地震 棟 1,173 803 211 189 503 

津波 棟 0 0 389 233 382 

半壊 地震 棟 1,816 1,554 636 594 1,148 

津波 棟 0 0 54 64 62 

人的 

被害 

死者数 地震 人 19 11 2 2 6 

津波 人 0 0 274 69 298 

負傷者数 地震 人 510 399 133 121 274 

津波 人 0 0 825 657 834 

要救助者数 地震 人 404 273 60 52 163 

津波 人 0 0 11 11 12 

津波に伴う要捜索者数 人 0 0 1,099 726 1,132 

ライフ

ライン

被害 

上水道 断水人口 人 27,161 26,693 24,783 24,060 26,995 

下水道 支障人口 人 1,126 1,038 1,665 1,652 1,670 

電力 停電軒数 軒 8,126 6,544 4,377 3,493 6,563 

通信施設 不通回線数 回

線 

2,307 1,835 1,367 1,064 1,966 

避難者 避難所内 人 1,136 853 1,139 835 1,539 

避難所外 人 757 568 615 459 862 

要配慮者被害 人 7 5 7 5 9 

※建物被害の「地震」：揺れ、液状化、土砂災害、地震火災の合計 

※人的被害の「地震」：建物倒壊、土砂災害、地震火災、ブロック塀の合計 

※ライフライン被害は発災直後の被害想定 

※避難者及び要配慮者被害は地震１日後の被害想定 

※数値は各シーン等における最大値 
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３ 津波の浸水想定 

本県の避難計画等の基礎となる津波の浸水想定区域、津波到達時間等について、概要を次に

まとめる。 

(1) 切迫性の高い津波 

これまでの地震被害想定調査などで対象とされてきた本県に将来発生すると予想される地

震津波の波源を想定して、浸水区域等を予測した。「沖縄県津波・高潮被害想定調査」（平

成 18・19 年度）の想定モデル、予測結果等の概要は次のとおりである。 

 

■「沖縄県津波・高潮被害想定調査」（平成 18・19 年度）津波浸水想定のモデル一覧 

 波源位置（モデル名） マグニチュード 断層長さ(km) 断層幅(km) 

１ 沖縄本島南東沖（D01W） 7.8 80 40 

２ 沖縄本島南西沖（H9RF） 7.8 80 40 

３ 久米島南東沖（C02W） 7.8 80 40 

４ 久米島南東沖（C02E） 7.8 80 40 

５ 久米島北方沖（B04W） 7.8 80 40 

６ 久米島北方沖（B04E） 7.8 80 40 

７ 沖縄本島北方沖（C01W） 7.8 80 40 

８ 沖縄本島北方沖（C01E） 7.8 80 40 

 

本町の浸水想定区域、津波到達時間等は、次のとおりである。 

 

■本町の浸水想定区域、津波到達時間等 

代表地点 沿岸の最大水位 最大遡上高 影響開始時間 津波到達時間 

具志頭 2.8ｍ 3.9ｍ 7 分 10 分 

 

次ページ以降に、津波浸水想定結果を示す。なお、津波の高さや時間等の意味は、次のと

おりである。 

 

【用語の定義】 

「沿岸の最大水位」：沿岸の沖合で最大となる津波の水位 

「影響開始時間」：沿岸の沖合の水位変動が、±20㎝が生じるまでの時間 

「津波到達時間」：津波第一波のピークが沿岸の沖合に到達するまでの時間 

「最大遡上高」：津波が到達する最も高い標高 
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■切迫性の高い津波浸水想定結果（沖縄本島及び慶良間諸島沿岸域） 
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